
成層火山体における侵蝕谷について

ば告木山東斜面号事例にして

葛西輝

I はじめに

さまざまの形態・組織をもった火山体が様々のプロセス争経て形成されるが、そのままの形離を維

持するわけではなく、諸作用〈火山様発・爵・流水・盛・波・雪・氷河による鐙蝕・地iこり・山崩れ

等)により破壊寺よぎな

くされている。さらに山

体の侵蝕は谷の発達と密

接に関連している。谷の

発達を追求する ζとは、

結局山体の母蝕を考察す

るζとi乙つながるものと

思われる。

本稿では或f爵火山体で

ある岩木山を事例民放射

状に誌がる東斜面の谷め

状態を空中ヰ真地形国・

現地踏査から把握し、谷

の発達過者を考察する ζ

とを日的としている。

立 地形・地質の概観

岩木山は標高 1，625
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携に東i乙姫く、西ι長い非対称ゃなし、標高 60 0 m付近を埼界として西南に急な、東北北緩やかな

斜面額結を示す。 ζれは鈴木(1965)の言う、山体の東へ額勤しながらの荷重詑下とその後の閥

会4屈への火山灰持下によるよるものである。

加えて、山国付近に新i日10数個の爆裂火口が、また山麓に犬山性扇状地均等在する。このような

傾斜の患いや嬢裂大口の存査は各方向の谷の発惑に大きな影響を及iましているものと，思われる。

次に谷の発達に直接的な影響をするものに地質がある。 ζの時、地慣が侵蝕iζ比し、どの程度の抵

抗性骨示すかが問題となる O 宮域 (1971)北よれば、現山体は8窮にわたる噴火で形成されたも

ので、基盤は問・南弼が泥岩・砂岩主体、東・北側が砂・粘・磯等の段丘堆種物から構成され、その

上に火山噴出物が載っている。

溶岩は断面が露出すると節現に従がって、崩落しやすくなるg 火山灰の自黒争 粘着水の乾操

り容易に剥離守する。時水により流出するという性格は苔の発達はおける損壊現象に大き

な役割を担っている。

皿 谷の分布

山体は約 24の放射谷によち開軒さている O 在密度は主谷についてはどの斜面も同数であるが、北

斜面は樹枝状令室し、偽斜面に比べ、密になっている。それに対し、東・南斜面では谷幅の狭い、し

かし深さのみる主谷のみが発達している為、密度は粗比なっているa 各谷の谷頭は 1450--700

mにかけてあり、そのほとんどが 1200 m付近にある。その形績はスブーン状を最ずる。山震で谷幅

し、率三頭中最も深いV字を形成する。山麓上部で表流水が出現し山麓へ河川とし

て流下する。

lV 調査地について

け対象地域について

ヌド地域は第 1闘で示されている US--YTの範密である O 地形項で述べたように山捧中最も斜耐

が短かく、その援を山頃車下の緩斜面に発しており、中盤は昌有林、山;麓民発達する

関として科用されている所である。降水時のみ表流水のみられる水無訳や除いて、中綾上部から水

量は少ないが、谷川的形態イ?とる O
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谷を等高級で坊った横

断齢〉ら発連程度をみると

表 Iのような結果が得ら

れる。結対的に見ると東
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斜面では{患の斜面よりもV字が

深〈谷幅もある、山体全体で最

も発達している。

ζの事実を踏まえた上で各斜

面で特徴的な谷を権主IJ的にみて

いくと O 北斜面の大鳴沢は谷頭

部である 14 0 0 m においては

谷幅 38 0 m、最大谷竪比高60

m以下 1250'"'-1000mで

2 5 0 m、潔さ 60 m 

とやや狭くなち、都中壊の

9 5 0 m'"'-7 0 0 m，ζかけて、
主主幅 250'"'-300m、潔さ 60

'"'-1 20mの規模の大きいV字

谷をなす。 60 0 m以下で、は谷

幅 50'"'-125m、探さ 10 '"'-

20mの小谷となっている。そ

高 80mov字谷、中駿にいくにつれ、

点 /

rk/ 

?: 

!:ト/

いiV

レド(

へノ h/ 
v 恒二
トとい
か斜{むの i父主的;守の存事前[il

5 0'"'-7 5 m谷壁比高 20'"'-30mと小捜横化し、再
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び 800'"'-500mで谷幅 175'"'-250、谷壁比高40'"'-70mの 下流へ行くにつれ谷

は浅く臨も狭くなる。蔵院摂間接土石読のあった東斜面の後長根沢では 14 0 0 m付近で苔絹 130

m、比荷 10mのlIIl状の形態を訴すo 1 0 0 0 mにかけての谷頭部分では谷幅 100'"'-175m、

4 0 m-平均の浅いV字谷となり、 900'"'-600mにかけての中腹部で 90 0 m村近の谷~話

3 7 5 m比高 110m寄与最高として谷輔 300'"'-350m、比高 90..........110"，、山麓部のら o0 

'"'-3 0 0で拭V字谷というよちもかつての谷肢が侵蝕を受け、設丘化したものが存在し、民鍍的U

字に近い谷形を;示す。

河床縦断曲線からすると、東斜面において平均的に傾斜以緩やかで、あるがi二部へ行くほど、 600

mを墳におとなっている。個別的にみると後長根沢は全長者通じて急憐ヰ舎もっし、オく無択の中程

上部は出体中最も急なカーブ奇播く。さらに大黒沢や板横沢はなだらかな曲線を撞く。本沢は傾斜



変換点をもっており部分的i乙急になっている。

3) 

谷は下流から上流部へj勾かつて、発達するものであるが、 ょう

をする崩壊部がある場合は下流から上流部ヘ向かうものと、上流から ものとの 2万向か

らの侵融による谷む発達が行なわれ、より急な谷壁をもっ按射谷が出現する。

例えば、鵜1面の 6本の故射谷のうち、河沫縦断曲線む類似した大黒訳と後長根沢吾比較した場

1嬢裂火口令もつ後長摂沢の方が全長を通じて、掲の広い潔い谷を部持している。

後長根沢長詳組にみると、谷頭部から中痩上誌にかけて、壌裂火口があり、斜面谷壌に君主震に近い

額斜をもっ憶が数カ現存症している。それらの患は地質的に;倍程流と火副作純物とからなっている。

している塔岩は節理を起こして容易広崩落し易い状態広あり、また火山成は日射による粘着水

の乾燥化により剥離し易くなっている。

その崩落した生産物は主j配のある谷床iこ不安定な形で堆積している。これらの堆援物は集中的豪

雨がある場合に小規槙な土石流となって火山沃を捕済として中腹へ少しずつ避難され、一時的に堆

積さらに次の豪雨で生産・…時堆麓・運殻・一時堆糧寺繰ち返して中産の最も広い部分へ運搬堆議

されるものである O 土石流が運ばれる際に{日IJ方便蝕や下刻作用が行なわれ谷が発達するのである。

つまり谷の発達には岩木山東f4i面の場合、傾斜・埠震も関与するが谷頭に崩壊地が脊在するか答

か民よって決定される O

V 結

以上、 られた結果をまとめると次のようになる O

1) 本山体的斜面は大田して谷頭部・山腹部・ LU麓部の 8つのタイプに分けることがで、きる D ζれら

る基本的な条件i基地形・地費等の土地条件と気接条件である。本山体の場合、

気挟条件はー率に働くと忠われるので、谷の発濃は土地条件とり

される Q

2)岩本山の放射鰻主主はすべて出頂付近l乙掠を発し、中震でその谷幅・谷壁比高を最大にして、山麓

まで濯すると同時に普通の荷JlIとなる。

3)各谷tζiま各々崩壊部・連搬部・堆讃部があり、上部崩壊地で生産された土おは急勾配の谷底に一

時堆撞・豪雨時の運搬・一時堆績を繰り返すことによって、苔の境棋を拡大していく。

今後の課題として、谷の個期的な関析機構の解明を、長期間な観艇に基づいて行なうことが必要で

ある。このことは 5 0年に記こった土石流災害のような災害防止を考える

われる。岩本山の場合冬季積雪期間が長い為比一年を通じ、どの時期が最も

明できかねることが残念である O
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ことであると思

が多いのか等判



最後に本報告を提出するにみたり、諸々の侮助言を戴いた水野先生をはじめ、費料作成i乙揚力して

くれた後輩の皆様に感謝致します。
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